
31災第1-2号
県道川之江大豊線 道路災害復旧工事
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災害概要（はじめに）

＜被災箇所＞
• 場所 ：高知県 長岡郡 大豊町 立川下名 成川
• 路線名 ：主要地方道川之江大豊線
• 被災日 ：平成30年7月7日

＜被災時の降雨状況＞
• 平成30年7月豪雨
   （台風7号及び梅雨前線）
• 連続雨量   ： 1,790㎜
   （6月28日～7月8日）
• 最大日雨量   ：   739㎜ 
   （7月6日）
• 最大時間雨量　　 ：   111㎜
    （7月6日　19時）

発生当時の状況（国土交通省資料より抜粋）
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災害概要

• 地すべり規模 
　  幅157m × 長さ166m  × 深さ22m  （推定土量458,700㎥）             

　　　地すべり型分類:岩盤地すべり
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工事内容：復旧延長　Ｌ＝188.0ｍ　　
　　　　　　  アンカー　L=10,683m　　
                    コンクリート擁壁　V=472m3　
　　　　　　  アスファルト舗装　A=1,790m2　　
                   仮桟橋撤去　N=1式

工　期　　：令和元年12月27日～令和4年7月24日

発注者　  ：高知県　中央東土木事務所　本山事務所

工事概要
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施工特性
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当工事は、山間部に位置する急傾斜な場所での道路災害復旧工事です。

豪雨により大規模な地滑りを起こしている箇所であることから、施工中の新
たな地滑りや再崩壊への対応が必要であり、現地状況に応じた施工方法の
検討を行い、迅速かつ慎重な作業が求められました。

また、現場地域は県内有数の寒冷地であることから、施工管理をはじめ安
全・品質管理に留意し、モルタル吹付(ざぶとん枠含む)の施工は、凍害が懸

念されるため品質確保への十分な配慮が必要でした。

現道は地域住民唯一の生活道路となっており迂回路がないため、仮桟橋上
を片側交互通行による規制を行いながら施工を進める必要があり、地域住
民との繋がりと第三者の安全確保が非常に重要でした。



現地状況に応じた施工方法の検討
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第三者通行帯



当初設計の考え方

法枠再復旧

通常作業

Con殻積込・搬出

通常作業

鉄筋Con殻運搬（約150m3)
人力作業 ロープ高所作業 最下部まで運搬

鉄筋Con撤去（約150m3)
人力作業 ロープ高所作業
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問題点

• 第三者災害に繋がる（作業箇所直下は第三者通行帯）

撤去時にコンクリート殻が落下

• 安全上、危険であるとともに、とうてい困難

法面上で約150ｍ3のコンクリートを人力作業

• 撤去すれば応力の開放により崩壊を招く恐れ

災害後、何とか今まで釣り合っていたものが・・・

• 再設置まで時間を要するため、雨などの危険性大

撤去すれば・・・
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変更工法 • 発注者承諾により工法変更
　　鉄筋挿入工(SD工法)
　　　　　+
　　FSCパネル工法
　　　　　+
　　ニューレスプ工法
　　の3つを組み合わせた複合工法を採用
　　　　　　
1. 既設法枠を撤去する必要がないためコンクリート

殻落下による第三者災害の危険性がない。

2. 撤去物などの運搬作業がないので安全性に優位
である。

3. 既設法枠を残して施工を行うため、現況より安全
率を低下させることはない。

4. 産業廃棄物を発生させないため環境にやさしい
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鉄筋挿入工(SD工法)FSCパネル工法             ニューㇾスプ工法  
補強繊維入りモルタル



変更工法
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プレキャスト製品使用(山留擁壁)

• 発注者承諾により工法変更

　　山留擁壁は、
　　施工性に優れ工期短縮が図れる
　　プレキャスト製品の使用を提案

• プレキャスト製品使用により

　　施工性が向上したことで大幅に
　　工期短縮。
(当初計画より22日の工程短縮の実現)



気候への対応
長期にわたる工程のため、冬季の
モルタル吹付(ざぶとん枠含む)作業

は、工程管理上避けることができま
せん。

県内でも有数の寒冷地であることか
ら、冬季作業時はモルタル吹付(ざ
ぶとん枠含む)作業において初期凍

害の可能性が考えられます。

また気温が高く日差しが強い5月か
ら9月末にかけての施工は、吹付

面が南向きで日当たりが良好なこ
とと、谷あいで風通しが良いために
早期乾燥を招きます。
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モルタル防凍剤（粉末）

凍害対策・品質確保

施工箇所(冬季)は、ほぼ毎日
３℃を下回ります。

モルタル防凍材を使用すること
で、モルタル吹付(ざぶとん枠含
む)の初期凍害を防止し、品質
の確保を図りました。
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モルタル補強ナイロン繊維

凍害対策・品質確保

全期間を通してモルタル補強
ナイロンを混入することで、ひ
び割れを抑制しモルタル性能
の向上を図りました。
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完了全景

県道上部完了 県道下部完了
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モルタル防凍材の使用は寒冷期のモルタル吹付工事に凍結防止の効果が発
揮され、補強ナイロン繊維混入による効果でひび割れを抑制し出来映えの良い
構造物を築造できました。



地域との調和

施工箇所直近には民家が点在しており、毎日工事関係車両及び大型車両が通行します。私
たちも地域の方々と毎日顔を合わせながら長期間の現場運営となることから地域の方々との
日頃からの繋がりは非常に重要でした。
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地域との調和
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県道を北進、カーブを一回りするたびに北面にあたり、南国高知とは思えない寒さ
に襲われたと思います。
最近は積雪こそすくないですが、氷点下5度以下の低温と、北風の吹き付ける地形の
作業場で直接金属資材を扱うこともあったと思います。



「工事かわら版」配布 「工事かわら版」は、当
工事にとって地域の
方々との非常に大きな
コミュニケーションツー
ルでした。
　毎月の配布を楽しみ
にしていただくとともに、
ほとんどの方が大事に
保管していただいてい
るそうです。
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同時に、集落の農作業風景や旬の野菜のレシピ、はたまた犬、猫、ニワトリの愛くるし
い姿を挿入して下さいました。表現も、建設業者とは思えない優しく親しみをこめたも
のでした。



地域ボランティア活動参加

地域清掃活動へは毎年参加

地域の清掃活動には
毎年参加し高齢化が進
む立川地区の貴重な
戦力となりました。　
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梅雨最中の除草、清掃作業に屈強な青年が参加していただきありがとうございました。
このように、集落とのいい関係に特段のご配慮下さいまして、ありがとうございました。



地域の方々を対象とした「現場見学会」
現場見学会実施

（使用したヘルメットや長靴などは寄付）

地域の方々に今回の工事でどのように災害復旧がなされたのかを直
近で見ていただきました。（3Ｄ図面を活用したＩＣＴ技術や遠隔臨場体験）
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集落へ対しまして、敷台や清掃用具一式をご寄付いただき恐縮に存じます。また、各自にはヘルメット、長くつ、懐中電灯を支給いただきました。大切に使わさせていただきます。また、折に触れていい思い出を呼び戻すことだと思います。



新進・大谷・大石特定建設工事共同企業体



最後に

「県道川之江大豊線 道路災害復旧工事」

に係わった全ての方々に感謝申し上げます。

ありがとうございました。
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